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松江堀川における竹の利活用（水草対策試験） 

～まつえ環境市民会議における取り組み～ 

１．松江城における竹害の現状                             

松江市内の森林を⾒ると、⼭村の過疎・⾼齢化に伴い、⼿⼊れ不⾜による森林荒廃が進んでおり、
⽵に侵⾷された⾥⼭が⽬⽴ちます。 

松江城⼭公園においては、公園管理が⾏われているものの、鎮守の森では⽵害が進⾏しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．松江堀川における水草繁茂の状況                           

松江堀川では、平成６年度から開始された「清流ルネッサンス」により、下⽔道の整備や宍道湖⽔
の導⽔などの⾏政の取り組みのほか、市⺠の美化活動や家庭での取り組みなどが⾏われ、⼤幅な⽔質
改善がみられました。また、平成 9 年度からは堀川遊覧船の就航により、松江堀川は松江を代表する
観光スポットとなっています。 

堀川への宍道湖⽔の導⽔は令和 6 年現在でも継続されていますが、近年では⽔草・藻が⼤量に繁茂
し、景観及び⽣活環境等への悪影響が⽣じています。このため、⽔草の繁茂状況の巡視や藻刈り（⽔
草の刈り取り）などの維持管理が⾏われています。 
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竹害が進行している松江城鎮守の森 

竹害を受けている鎮守の森 

水草対策試験の実施位置 

県庁前（R6.7.22 撮影） 県庁前（R6.7.22 撮影） 大手門前（R6.9.13 撮影） だんだん藻刈り丸 
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３．松江堀川における竹の利活用（水草対策試験）                     

(株)⼤隆設計では、⽵を上⼿く活⽤することで、⽵害対策と⽔草対策の 2 つの社会的課題の解決が
可能と考え、令和 7 年 4 ⽉に、まつえ環境市⺠会議の新たな試みとして、 “⽵しば漬け”による⽔草
対策試験を開始しました。 

⽵を活⽤して陰影を作り、⽔草の⽣⻑（光合成）に必要な光を遮断する（減少させる）ことで⽔草
の繁茂を抑制できること、ビオトープ効果による⽣物多様性の保全効果があることを試験を通じて確
認しています。 

“⽵しば漬け”は⽵を束ねたイカダです。試験では、”⽵しば漬け”による⽔草の繁茂抑制効果が確認
されました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．竹の利活用～2nd ステージ～                             

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⽵を活⽤した⽔草対策試験の概要 

“竹しば漬け”イメージ 

設置状況（R7.4.30 ※R7.4.18 設置) 

試験区 
対照区 

対照区 

【対照区】 
試験区と同⼀の⽔深帯
で⽵しば漬けの影響の
ない箇所。 
⽔草が繁茂している。 

試験区の水中状況（R7.5.14) 

照度が低く、水草の密度は低い 

照度が高く、水草の密度は高い 

対照区の水中状況（R7.5.14) 

【試験区】 
 “⽵しば漬け”を⽔⾯
に浮かべることで⽇陰
を創出。 
⽔草は少ない。 

資源の循環利⽤ 〜持続的な⽵林管理(株)⼤隆設計では、⽵の利活⽤の第 2 段を提案し
ており、早ければ今年秋にスタートできればと考え
ています。 
 残念ながら“⽵しば漬け”は、経年劣化により浮⼒を
失うため、数年内に更新する必要があります。その際
には、撤去・運搬・廃棄（焼却、粉砕等）にコストが
発⽣してしまいます。 
 そこで、“⽵しば漬け”の更新時に廃棄される⽵を、
ビオトープの素材に活⽤する、⽵（資源）の循環利⽤
を提案しました。 
 ビオトープの状態にしておくことで、⽵は数年の
うちに⾃然に⼟に戻るため、廃棄物発⽣を抑えるこ
とができます。 
 ⽵の利活⽤ 2nd ステージでは、⽵の循環利⽤、持
続的な⽵林管理により、サーキュラーエコノミーを
⽬指します。 

＜試験結果＞ 

⽔草の繁茂抑制 
効果が確認された。 


